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会
報
第
５０
号
に
寄
せ
て

平
成
二
十
五
年
度

定
時
理
事
会
・

　
定
時
評
議
員
会
の
開
催

平
成
二
十
五
年
度

定
時
理
事
会
・

　
定
時
評
議
員
会
の
開
催

事 業 実 績 前 年 度 対 比

平成２４年度　決　算

（１）

　　

平成23年度

3,396人

1,537人

4,933人

2,182人

124,033千円

764,342千円

170,288千円

1,058,663千円

44.2%

平成24年度

3,818人

1,779人

5,597人

2,388人

145,341千円

850,325千円

181,259千円

1,176,926千円

42.7%

対前年度比

112.4%

115.7%

113.5%

109.4%

117.2%

111.2%

106.4%

111.2%

－

評議員会

項 目

  男

 会 員 数 女

  計

就 業 実 人 員

  公共

 
契 約 金 額

 企業

  個人

  計

就 業 率

受託事業収益
受取会員登録手数料
基本財産運用益
特定資産運用益
受取補助金
受取寄付金
雑収益

経常収益計
事業費
管理費

経常費用計

固定資産売却益
経常外収益計

固定資産売却（除却）損
雑費

経常外費用計

経常収益

経常費用

当期経常増減額
経常外収益

経常外費用

当期経常外増減額
当期一般正味財産増減額
一般正味財産期首残高
一般正味財産期末残高

決算額
1,176,925,509

841,000
104,544

42,496
71,767,886

0
624,074

1,250,305,509
1,202,860,888

36,481,410
1,239,342,298

10,963,211
0
0
0

280,000
280,000

▲ 280,000
10,683,211

179,542,391
190,225,602

（単位：円）
科　　　　　　目

　
五
月
二
十
三
日
（
木
）
に
平
成
二
十
五
年
度

第
一
回
定
時
理
事
会
が
、
六
月
七
日
（
金
）
に

定
時
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
定
時
理
事
会
で
は
、

①
「
平
成
二
十
四
年

度
事
業
報
告
及
び
付

属
明
細
書
の
承
認
に

つ
い
て
」
②
「
平
成

二
十
四
年
度
決
算
（
計

算
書
類
等
）
の
承
認

に
つ
い
て
」
③
「
シ

ル
バ
ー
事
業
運
営
資

金
の
積
立
に
つ
い
て
」

④
「
平
成
二
十
五
年
度
定
時
評
議
員
会
の
日
時

及
び
場
所
等
に
つ
い
て
」
が
、
審
議
さ
れ
全
員

一
致
で
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
定
時
評
議

員
会
で
は
、
①
平
成
二
十
四
年
度
事
業
報
告
及

び
付
属
明
細
書
の
報
告
に
つ
い
て
」
②
「
平
成

二
十
四
年
度
決
算
（
計
算
書
類
等
）
の
承
認
に

つ
い
て
」
等
が
審
議
さ
れ
全
員
一
致
で
承
認
・

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◇
事
業
報
告

　
平
成
二
十
四
年
度
の
主
な
事
業
の
取
り
組
み

は
、
１
、
会
員
の
増
強
と
会
員
組
織
活
動
の
充

実
と
し
て
、
女
性
会
員
の
拡
大
を
含
め
た
新
規

会
員
の
増
強
、
地
域
班
及
び
職
群
班
活
動
の
推

進
に
努
め
ま
し
た
。
２
、
就
業
機
会
の
確
保
と

拡
大
と
し
て
、
公
共
、
企
業
の
新
規
事
業
の
確

保
拡
大
と
共
に
家
事
援
助
・
地
域
サ
ポ
ー
ト
事

業
の
推
進
に
努
め
ま
し
た
。
３
、
普
及
啓
発
活

動
の
推
進
と
し
て
、
地
域
班
に
よ
る
チ
ラ
シ
配

布
活
動
や
、
普
及
啓
発
促
進
月
間
で
の
多
様
な

活
動
に
努
め
ま
し
た
。
４
、
各
種
講
習
会
と
し

て
、
会
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
繋
る
講
習
会
等

を
実
施
し
ま
し
た
。
５
、
安
全
・
適
正
就
業
の

推
進
と
強
化
と
し
て
、
事
故
防
止
及
び
適
正
就

業
の
た
め
の
現
場
巡
回
を
強
化
、
安
全
講
習
会
・

研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
６
、
調
査
研
究
活

動
の
強
化
及
び
相
談
情
報
提
供
の
推
進
と
し
て
、

他
都
市
セ
ン
タ
ー
の
会
議
に
参
加
し
、
情
報
収

集
交
換
を
行
う
と
共
に
広
く
市
民
に
情
報
提
供

を
行
う
た
め
に
窓
口
相
談
や
会
報
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
の
活
用
を
図
り
ま
し
た
。
７
、
社
会

参
加
活
動
の
推
進
と
し
て
、
市
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
清
掃
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
た
。
８
、

無
料
職
業
紹
介
の
継
続
実
施
、
及
び
一
般
労
働

者
派
遣
事
業
の
実
施
に
係
る
調
査
研
究
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
第
二
次
中
期
計
画
の
推
進
で

は
、
中
間
年
に
当
る
こ
と
か
ら
、
計
画
に
係
る

目
標
値
の
進
捗
と
検
証
を
行
い
、
評
価
と
確
認

を
し
、
一
部
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
会
員
数
、
契
約
金
等
の
事
業
実
績
は

上
記
表
の
と
お
り
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

◇
決
算
報
告

　
平
成
二
十
四
年
度
は
、
公
益
財
団
法
人
へ
移

行
し
て
最
初
の
年
に
な
る
こ
と
か
ら
、
法
人
運

営
に
重
要
な
財
政
基
盤
の
整
備
と
確
保
等
に
努

め
た
こ
と
に
よ
り
、
当
期
経
常
増
減
額
が
１
０，

９
６
３
千
余
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
法
人
の
経
営
努
力
に
務
め
る
と
共

に
、
新
た
な
就
業
開
拓
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。



安
全
就
業
だ
よ
り

安
全
就
業
だ
よ
り

熱 中 症 の 予 防 に つ い て

～ 熱 中 症 の 応 急 手 当 ～

最
優
秀
作
品

　「
ゆ
と
り
持
ち
　
目
く
ば
り
気
く
ば
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
あ
作
業
！
」

     

　
　
　
　
　
岡
田
　
友
一
　
中
部
会
員

　今年の梅雨明けは、平年より15日も早く、30度を超える真夏日が続いています。熱中症のピークは7月から8
月です。特に65歳以上の高齢者が多く発症しています。就業する作業環境の把握と、普段からの体調管理に留意
し、熱中症の予防対策に努めましょう。
●「睡眠と休養」をしっかりとりましょう。
●「十分な水分と適度な塩分」を摂取しましょう。
●屋外では帽子をかぶり、直射日光は避けましょう。また、熱を吸収しやすい服装は避けるようにしましょう。
●体調が優れない場合は無理をせず、木陰などで休むようにしましょう。
●複数の会員で仕事をする場合は、声をかけあい、お互いに健康管理を心がけましょう。

　日陰など涼しい場所へ移動し、衣服をゆるめ、うちわ等の風で体を冷やし、安静にして、水分を補給してくだ
さい。脇の下、太もものつけねを冷やすのも効果的です。自分で水が飲めない、強い倦怠感や痙攣で動けない場
合は熱中症の疑いがありますので、ためらわず医療機関へかかりましょう。室内でも発症する場合がありますので、
夏期の節電を意識しすぎるあまり、健康を害することのないようご注意ください。

（２）

◎
安
全
標
語

◎
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
と
体
験
事
例

◎
平
成
２５
年
度
第
１
回

　
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
の
開
催

　
６
月
２７
日
（
木
）、

第
１
回
安
全
・
適
正

就
業
委
員
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
議
題

は
、
①
平
成
２５
年
度

「
安
全
標
語
」
及
び
「
ヒ

ヤ
リ
ハ
ッ
と
体
験
事

例
」
の
選
考 
②
平

成
２４
年
度
の
委
員
会

及
び
事
務
所
対
策
会

議
の
事
業
報
告 

③

平
成
２４
年
度
事
故
発

生
状
況
の
報
告
等
で
し
た
。

　
会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
「
安
全
標
語
」
は
２３
作
品
、「
ヒ

ヤ
リ
ハ
ッ
と
体
験
事
例
」
は
、
４
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。
委
員
会
で
厳
正
に
選
考
し
た
結
果
、「
安
全
標
語
」

で
は
、
最
優
秀
作
品
が
１
作
品
、
優
秀
が
２
作
品
、
佳
作

が
２
作
品
、「
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
と
体
験
事
例
」
は
、
優
秀
２

作
品
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
回
応
募
さ
れ
た

作
品
は
、
い
ず
れ
も
力
作
が

多
く
、
選
定
作
業
も

大
変
で
し
た
。

優
秀
作
品

　「
一
寸
待
て
　
心
の
余
裕
が
　
身
を
守
る
」

古
口
　
宏
　
中
部
会
員

優
秀
作
品
　

　「
横
着
と
　
油
断
が
招
く
　
事
故
と
ケ
ガ
」

林
　
啓
雄
　
中
部
会
員

　
佳
作
と
し
て
安
田
新
一
南
部
会
員
、
松
井
晃
北
部
会
員

が
入
選
し
ま
し
た
。

優
秀
作
品

　
木
に
登
り
樹
木
剪
定
作
業
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

枝
が
折
れ
落
下
し
そ
う
に
な
っ
た
。

　
梶
　
幸
雄
　
南
部
会
員

優
秀
作
品

　
長
く
生
い
繁
っ
た
生
垣
を
刈
り
込
み
中
に
キ
イ
ロ

ス
ズ
メ
バ
チ
１
匹
が
出
て
き
て
、
威
嚇
し
て
き
た
。

速
や
か
に
脚
立
か
ら
下
り
て
、
蜂
用
駆
除
ス
プ
レ
ー

を
噴
射
し
、
蜂
を
駆
除
し
た
。
ま
だ
６
月
で
巣
も
小

さ
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
事
な
き
を
得
た
。

　
鈴
木
　
昭
男
　
北
部
会
員



圧着はがき

（参考）

（参考）

表裏

圧着はがきを
開くと明細書に
なっています

平成２５年７月分

平成２５年７月分

地
域
班
だ
よ
り

配
分
金
明
細
書
が
変
わ
り
ま
す
！

（３）

平
成
２５
年
５
月
２７
日
（
月
）

　
平
成
２４
年
度
の
地
域
班
活
動
の
総
括
と
し
て
、
各
事
務

所
か
ら
、
地
域
班
会
議
の
開
催
状
況
、
チ
ラ
シ
配
布
活
動

及
び
普
及
啓
発
活
動
の
参
加
状
況
の
報
告
等
が
あ
り
ま
し

た
。
　
ま
た
、
事
務
局
か
ら
の
平
成
２４
年
度
の
セ
ン
タ
ー
の
事

業
報
告
を
受
け
、
新
規
入
会
会
員
の
状
況
、
就
業
の
実
態

に
つ
い
て
な
ど
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
員
の
配
分
金
明
細
書
は
、
現
在
３
か
月
ご
と
に
会
報

の
発
送
に
合
わ
せ
同
封
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
後
、
配
分

金
明
細
書
が
変
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
７
月
に
就
業
し
た
分
か
ら
毎
月
の
配
分
金
支

払
い
に
あ
わ
せ
、
配
分
金
明
細
書
を
左
図
の
よ
う
な
「
圧

着
は
が
き
」
で
郵
送
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
実
際
に
は
、
８
月
に
支
払
わ
れ
る
配
分
金
の
明
細
書
か

ら
会
員
の
皆
さ
ま
の
お
手
元
に
届
き
ま
す
の
で
、
く
れ
ぐ

れ
も
、
他
の
郵
便
物
と
間
違
え
な
い
よ
う
に
、
気
を
付
け

て
く
だ
さ
い
。

◎
平
成
２５
年
度
第
一
回

　
　
　
　
地
域
班
全
体
連
絡
会
議
の
報
告



【すこやか高津保育園全景】

【園児と挨拶する秋山会員】

【松岡園長】

す
こ
や
か
高
津
保
育
園
を

　
　
　
　
　
　
　
訪
ね
て

会
員
編
集
委
員
に
よ
る
取
材

私
の
健
康
法

（４）

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
社
会
福
祉
法
人
尚
栄
福
祉
会
か
ら

高
津
区
内
の
３
箇
所
の
保
育
所
で
「
入
所
者
へ
の
見
守
り
」

業
務
を
受
託
し
、
４
名
の
会
員
が
就
業
し
て
い
ま
す
。
今

回
は
「
す
こ
や
か
高
津
保
育
園
」
で
の
就
業
を
取
材
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
す
こ
や
か

高
津
保
育
園
」

は
０
歳
児
か
ら

就
学
前
の
お
子

さ
ん
を
お
預
か

り
し
、
裸
足
保

育
、
薄
着
保
育

を
基
本
に
遊
び

を
通
じ
て
様
々

な
こ
と
を
赤
ち

ゃ
ん
の
う
ち
か

ら
体
験
す
る
こ

と
で
、
生
活
習

慣
、
個
性
と
協

調
性
を
学
び
、
知
的
活
動
と
身
体
の
健
康
を
重
視
し
た
保

育
を
行
っ
て
い
る
保
育
所
で
す
。

　
セ
ン
タ
ー
の
会
員
の
業
務
は
、
開
園
時
間
の
７
時
か
ら

９
時
ま
で
の
２
時
間
、
約
１
２
０
名
の
園
児
が
父
兄
と
と

も
に
登
園
さ
れ
る
際
に
、
会
員
が
門
の
前
に
立
ち
、
安
心

し
て
園
に
入
れ
る
よ
う
、
朝
の
挨
拶
や
周
囲
へ
の
安
全
に

配
慮
し
な
が
ら
見
守
り
を
行
い
、
そ
の
後
は
施
設
周
辺
の

清
掃
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
セ
ン
タ
ー
に
仕
事
を
依
頼
し
た
き
っ
か
け
】

　
保
育
園
の
門
前
で

園
児
の
登
園
を
見
守

っ
て
い
た
際
に
、
た

ま
た
ま
シ
ル
バ
ー
人

材
の
皆
さ
ん
が
駅
前

の
放
置
自
転
車
の
整

理
・
誘
導
を
し
て
お

り
、
顔
が
合
う
と
気

持
ち
よ
く
挨
拶
を
し

て
く
れ
、
以
前
か
ら
好
感
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な

こ
と
か
ら
、
園
児
の
安
全
と
保
護
者
が
持
参
し
た
荷
物
等

を
ス
ム
ー
ズ
に
受
け
入
れ
出
来
れ
ば
と
考
え
て
い
た
事
も

あ
り
、
シ
ル
バ
ー
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
を
し
て
み
て
も
良

い
の
で
は
と
思
い
立
ち
、
依
頼
を
し
ま
し
た
。

【
セ
ン
タ
ー
に
仕
事
を
依
頼
し
て
み
て
】

　
男
性
の
会
員
を
お
願
い
し
た
こ
と
も
あ
り
、
最
初
は
お

子
さ
ん
達
や
保
護
者
へ
の
挨
拶
に
も
と
ま
ど
い
や
遠
慮
が

あ
る
よ
う
で
し
た
が
、
今
で
は
腰
を
落
と
し
小
さ
な
子
に

も
目
線
を
合
わ
せ
、
笑
顔
で
挨
拶
を
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
近
隣
の
方
に
も
挨
拶
を
し
て
頂
き
、
皆
さ
ん

か
ら
も
大
変
好
評
で
す
。
男
性
と
言
う
こ
と
も
あ
っ
て
防

犯
的
に
も
効
き
目
が
あ
る
よ
う
で
、
依
頼
し
て
本
当
に
よ

か
っ
た
と
満
足
し
て
い
ま
す
。

【
今
後
の
会
員
の
就
業
に
つ
い
て
】

　
今
現
在
、
満
足
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
今
後
子
供
の

身
の
回
り
の
世
話
な
ど
も
し
て
頂
け
る
女
性
の
方
が
い
れ

ば
、
お
願
い
し

て
み
た
い
し
、

行
事
等
で
ピ
ン

ポ
イ
ン
ト
の
お

手
伝
い
も
お
願

い
で
き
れ
ば
活

用
さ
せ
て
頂
き

た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

《
就
業
会
員
・・
秋
山
会
員
に
話
し
を
伺
っ
て
…
》

①
は
じ
め
の
半
年
ぐ
ら
い
は
、
立
っ
て
仕
事
す
る
の
が
辛

か
っ
た
そ
う
で
す
が
、
今
は
す
っ
か
り
慣
れ
て
対
応
し

て
い
る
そ
う
で
す
。

②
色
々
な
園
児
（
人
見
知
り
を
す
る
子
、
慣
れ
親
し
い
子
）

が
い
て
、
毎
朝
の
挨
拶
で
子
供
さ
ん
達
の
日
々
育
っ
て

い
く
姿
が
楽
し
い
と
話
し
、
又
あ
る
園
児
か
ら
「
今
日

は
帽
子
か
ぶ
っ
て
い
な
い
け
ど
、
ど
う
し
た
の
。」
と

聞
か
れ
、
秋
山
会
員
本
人
も
見
ら
れ
て
い
る
と
実
感
し

た
そ
う
で
す
。

③
こ
の
仕
事
で
一
番
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
登
園
し

て
来
る
園
児
達
に
風
邪
を
移
さ
ぬ
よ
う
健
康
（
自
己
）

管
理
に
努
め
て
い
る
事
だ
そ
う
で
す
。

【
取
材
を
し
て
】

　
秋
山
勝
行
会
員
の
笑
顔
を
拝
見
し
て
、
園
児
の
中
に
は
、

秋
山
会
員
と
声
を
出
し
て
挨
拶
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
子

や
、
ハ
イ
タ
ッ
チ
す
る
子
も
い
る
と
聞
い
て
、
こ
の
仕
事

の
意
義
は
大
き
く
、「
将
来
こ
の
子
達
の
成
長
が
楽
し
み
」

と
言
わ
れ
た
秋
山
会
員
の
言
葉
が
印
象
的
で
し
た
。

会
報
編
集
委
員
　
林
　
啓
雄

《
尚
栄
福
祉
会
　
奥
村 

尚
三
理
事
長
、

　
松
岡 

由
美
子
園
長
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
》
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★
南
部
事
務
所

@
2
2
2
―
1
5
5
0

事
務
所
だ
よ
り

事
務
所
だ
よ
り

「
毎
日
１
１
１
１
１
を
す
る
」
と

　
　
心
身
の
健
康
に
良
さ
そ
う
で
す

「
毎
日
１
１
１
１
１
を
す
る
」
と

　
　
心
身
の
健
康
に
良
さ
そ
う
で
す

私
の
健
康
法

私
の
健
康
法

私
の
健
康
法

（５）

◎
統
一
美
化
活
動
参
加
の
お
知
ら
せ
　

　
地
域
美
化
推
進
へ
の
貢
献
と
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
業
の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
て
、
今
年
度
も
市
内
統
一
美
化
活
動

に
参
加
い
た
し
ま
す
。

　
地
域
に
根
ざ
し
た
セ
ン
タ
ー
活
動
の
一
環
と
な
り
ま
す

の
で
皆
様
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
　
　
時
　
平
成
２５
年
９
月
２９
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
８
時
２０
分
か
ら
約
２
時
間
程
度

集
合
場
所
　
武
蔵
溝
ノ
口
駅
北
口
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ

【
お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

　
中
部
事
務
所
　
電
話
８
２
２
―
５
０
３
１

　
申
込
締
切
　
平
成
２５
年
９
月
２０
日
（
金
）

※
参
加
希
望
者
に
は
追
っ
て
詳
細
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。

◎
除
草
作
業
講
習
会
の
お
知
ら
せ

　
除
草
作
業
を
希
望
さ
れ
て
い
る
方
を
中
心
に
、
次
の
予

定
で
除
草
作
業
の
講
習
会
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

日
　
　
時
　
平
成
２５
年
９
月
２６
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜
１２
時
　

場
　
　
所
　「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
す
が
お
」

　
　
　
　
　
宮
前
区
菅
生
５
―
４
―
１０
　

【
申
し
込
み
】

　
中
部
事
務
所
　
電
話
８
２
２
―
５
０
３
１

　
申
込
締
切
　
平
成
２５
年
８
月
２３
日
（
金
）

※
当
講
習
会
を
受
講
し
て
も
必
ず
除
草
作
業
に
就
け
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
行
き
つ
け
の
居
酒
屋
の
女
店
主
が
、「
お
客
様
が
会
話

の
中
で
言
っ
て
い
ま
し
た
」、
と
話
し
て
く
れ
た
内
容
を

ヒ
ン
ト
に
自
分
な
り
に
ま
と
め
た
心
身
の
健
康
法
が
、「
毎

日
１
１
１
１
１
を
す
る
」
こ
と
で
す
。

　
ま
ず
１
万
は
、
１
万
歩
以
上
歩
く
こ
と
。

　
１
千
は
、
千
文
字
以
上
書
く
こ
と
。

　
１
百
は
、
百
回
以
上
腹
式
呼
吸
を
す
る
こ
と
。

　
ま
た
は
、
百
回
以
上
ス
ク
ワ
ッ
ト
を
す
る
こ
と
。

　
１
十
は
、
十
人
以
上
と
話
を
す
る
こ
と
。

　
最
後
の
１
は
、
毎
日
１
回
は
腹
の
底
か
ら
笑
う
こ
と
。

　
６８
歳
の
私
は
、
こ
の
心
身
健
康
法
を
５
年
ほ
ど
、
ほ
ぼ

毎
日
実
践
し
て
い
ま
す
。
毎
日
１
万
歩
ま
た
は
、
一
週
間

に
７
万
歩
以
上
は
ク
リ
ア
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
２
年
ほ
ど

は
、
毎
日
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
何
か
し
ら
書
い
て
い
ま
す

し
、
仕
事
絡
み
や
友
人
と
の
メ
ー
ル
、
手
紙
の
返
事
等
一

日
千
文
字
以
上
書
い
て
い
る
勘
定
で
す
。
ス
ク
ワ
ッ
ト
は
、

朝
５０
〜
７０
回
、
夜
３０
〜
５０
回
程
習
慣
化
で
き
て
い
ま
す
。

退
職
す
る
と
毎
日
十
人
以
上
と
話
す
こ
と
や
、
腹
の
底
か

ら
笑
う
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
買
い
物
や
ラ

ン
チ
の
時
、
な
る
べ
く
店
員
に
笑
顔
で
話
し
か
け
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
５
年
間
、
医
者
通
い
は
ゼ
ロ
で
す
か
ら
、
毎
日
１

１
１
１
１
し
て
い
る
効
果
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
　

　
　
　
　
川
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
役
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
君
嶋
　
武
胤
　
監
事

　◎
除
草
作
業
会
員
募
集
の
お
知
ら
せ

　
夏
の
暑
さ
と
と
も
に
こ
れ
か
ら
草
が
ぐ
ん
ぐ
ん
伸
び
る

時
期
に
な
り
ま
す
。
加
齢
に
伴
い
、
除
草
が
出
来
な
く
な

っ
た
方
、
ま
た
、
共
働
き
で
忙
し
く
除
草
を
す
る
時
間
が

取
れ
な
い
ご
家
庭
な
ど
、
除
草
を
依
頼
す
る
お
客
様
が
増

え
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
夏
の
暑
さ
に
自
信
の
あ
る
方
、
除
草
作
業
を

や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
是
非
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
会
員

の
方
は
、
南
部
事
務
所
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

　
な
お
、
９
月
末
に
除
草
講
習
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

◎
家
事
援
助
・
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス

　
懇
談
会
の
お
知
ら
せ

　
今
年
度
も
前
年
度
に
引
き
続
き
、
９
月
以
降
順
次
、
区

ご
と
に
懇
談
会
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
地
域
の
方
々
の

ニ
ー
ズ
に
対
し
、
よ
り
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
出
来

る
よ
う
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
就
業
会
員
、
事
務
所
職

員
と
で
意
見
・
情
報
交
換
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
な

お
、
対
象
者
の
方
に
は
順
次
、
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
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会
報
第
５０
号
に
寄
せ
て

（６）

◎
安
全
就
業
対
策
・
現
場
巡
回
指
導
の
実
施

平
成
２５
年
６
月
１７
日
（
月
）

　
麻
生
区
役
所
の
植
木
剪
定
作
業
の
現
場
巡
回
指
導
を
行

い
ま
し
た
。
総
勢
２９
名
の
会
員
が
現
場
責
任
者
の
指
導
の

も
と
、
そ
れ
ぞ
れ
分
担
を
決
め
、
持
場
で
テ
キ
パ
キ
と
作

業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
来
庁
者
も
多
い
中
、
電
動
バ
リ

カ
ン
等
を
使
用
し
て
作
業
を
す
る
際
に
は
、
周
囲
の
安
全

確
認
を
確
実
に
行
い
、
保
安
要
員
を
配
置
す
る
な
ど
安
全

作
業
に
対
す
る
意
識
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

プ
ロ
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ッ
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ナ
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式
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表
現
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を

　
　
　
　
　
　
私
た
ち
は
考
え
て
い
ま
す
。

広　　告

広　　　　告

身体が喜ぶ毎日の食事
筋肉を元気に保つ適度な運動

一般財団法人川崎市保健衛生事業団
川崎市川崎区渡田新町3-2-1

TEL044-333-3741 FAX044-333-3769
http://www.kenkou-kenshin.or.jp

あなたを健康に！
あなたの健康のために！
サポートします

配分金支払日のお知らせ
　７月分から９月分の配分金支払日は
次のとおりとなっております。

　平成２５年６月１日から本部事務所の組織変
更を行いました。総務課と事業企画課を統合
し、「経営課」となりました。電話番号等に
変更はありません。

【異　　　動】
・経営課主査 小　島　　　浩
・中部事務所主査 近　藤　孝　夫

【新　　　任】
・北部事務所主査 江　崎　眞　司
・北部事務所職員 冨　田　淳　子
・北部事務所臨時職員 西　　　恭　子
・南部事務所派遣職員 梶　浦　千　尋

※配分金は月末で締めて翌月２５日（金
融機関が休日の場合は翌営業日）に指
定された口座へ支払います。

組 織 変 更

人 事 異 動 ４月１日～７月１日

◆
投
稿
・
写
真
を
募
集
し
ま
す

　
会
報
編
集
委
員
会
で
は
会
員
投
稿
記
事
や
写
真
な
ど

を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
内
容
（
①
〜
③
ど
れ
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）

　
①
投
稿
記
事
…
就
業
時
の
様
子
や
経
験
談
な
ど
 

約
３
０
０
字
程
度

　
②
写
真
…
風
景
、
草
花
や
自
作
の
絵
画
・
彫
刻
な
ど

の
写
真
（
キ
ャ
ビ
ネ
サ
イ
ズ
）
に
一
言
を
添
え
て

　
③
新
年
号
向
け
写
真
・
作
品
…
新
年
に
因
ん
だ
写
真

や
自
作
の
作
品
、
書
道
な
ど

◆
応
募
方
法

　
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
明
記
し
て
ご
郵
送
く
だ

さ
い
。

◆
送
り
先

　
〒
２
１
０
―
０
０
２
４

　
　
川
崎
市
川
崎
区
日
進
町
５
―
１

　
　（
公
財
）
川
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
経
営
課
内
　
会
報
編
集
委
員
会
事
務
局
迄

　
　
※
採
用
者
に
は
記
念
品
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。

７月分

８月分

９月分

８月２６日 ∑

９月２５日 π

１０月２５日 ª


